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M：今、問診の話が出ましたよね。わたくしの所にね、今ね、ベトナム人がよく治療に来るんです、ベトナム人て、２０年、長い人で３０年ぐらい日本にいても、コミュニティができあがっていると、ほとんどベトナム語で話しているのです。だから日本語がほとんど伝わらない。それでどうしているのか、というと、問診はできない。しないのです。でも、治療できますよね。他の方法を使えば、出来るという事で、東洋医学というのは、非常に優秀な部分があると。みなさん、外国人とか、そう言うものに恐れずに、言葉で出来なかったら、触って、見て、そういう方法でいくらでも治療のツボは探せるという事ですからね、それも参考にしていただきたいと思います。今日の午前中の座学は春の診察と治療ですね。まぁ、私事になるのですけど、邪に興味を持ったのが丁度11年ぐらい前でしょうかね。柿田先生という先生に大阪漢方が講演に来ていただく、という事で、午前中を何かで埋めないといけない、という事で、私が49難を初めてやったのですよね、その時に、私が初めてやったのであって、他の人がやっているのですよ、４９難ね。僕は、これは邪だろうな、と思ったのが、まず11年前のことですね。その中で、一番脈診を覚えるのに、印象的だったのが弦脉です。今日は弦脉の話ばかりが出てきますけど、弦脉はけっこうわかりやすいのですよね、脈診をしててもね、まして、こういう春ですから、弦脈がでやすい、という事は間違いない、僕が脈状診をやろうと思って、一番最初に取っかかったのが弦脈です。季節との関係をちゃんと難経にも書いてありますので、春は弦脈なんだな、と思いながら診ていると、弦脈に診えてくるのですね、そういうことを一年ぐらい続けていると、やっぱり弦脉ではないような脈もあるのですよ。あっ、やっぱり難経は良いこと言っているな、難経にかかわらず、素問にも、そういうことを書いてあるのですけど、そう言う事で、脈状診は、ちゃんとあるのだな、と確信できたのが、１１年前ですね。それから邪の話を、機会があれば、やってきたのですけど、それまで気血津液で固まっていた人、固まっていたというか、臨床がそれで落ち着いていた人、非常に迷惑なことを森本が言い出したな、たぶん、苦々しく感じておられる人も多いのではないかと思いますけど、あの、渡部先生ですか、他の先生も言っておられましたけど、やっぱり臨床家というものは、たくさんのポケットもっとくこと、ようするに色々な治療法を持っておくこと、気血津液論だけに固執することはない。みなさん、録音を聴かれたかもしれませんけど、東京の佐藤唯先生でしたか、僕はガッキーって言っているのですけどね、どうも字が違うらしいですね、新垣結衣と違うのですけど、字が違います、と本人は言ってましたけどね、ガッキーは、臨床は固定されてはいけない、と、これは漢方鍼医会のどこですかね、最初のどこかに載っていますよね。そう言うようなことで、どんどん研究を続けてきていますから、邪論が出てきてもおかしくない。また、精気論が出てきてもおかしくない。というようなことで、ポケットは多い方がいい、というようなことで、皆さんも心広くですね、やっていかれたら、臨床かとしては、幅のある臨床、まぁ、良いのですよ、一つしかできなくても、それで上手ければ良いのですけどね、人間てそんなに一つの事で上手くなるのは難しいのですよ、やはり、企業でもそうですよね、一つの仕事ではやっていけないので、色んなことをやって、企業と言うのは、ある程度もっている訳ですね、例えば、コンビニでもそうですよね、あっちこっちにコンビニはありますけれど、やはり、売れ行きの悪いコンビニもある訳ですよね、それは売れ行きの良いコンビニとちゃんと相殺されている。そういうふうにして、やっている訳ですよ。だから、僕たちがやっている治療も色んな考え方を持っていることによって、色んなところからアプローチすることで、患者を助けることができると。言うようなことをあると思ってください。と、いうことで、なんか、前が長くなりましたけど、そろそろ、本題に入りましょうか。今日は診察は、本田先生ですね。じゃ、本田先生、よろしくお願いします。

H：春の邪の診察法
2月4日の立春を過ぎたので、 もう春に入った。
季節の影響をずっと言い続けてきたが、影響の意味が全く分かっていなかった。
宇宙の法則の中に人が居る。
古典には、天の気と書いてある。
宇宙の気、そういう天の気は万物の創造主、という意味合いで書かれている。
影響はしているが、それよりも天地自然の中にある一つの人間として、季節の影響を知るということが大切、天人合電話機雪の影響ということ。
素問の最初の方は、天の気と季節の事を書いている。
後の方には、人の身体の事を書いている。臓腑、気血、病症、あとは鍼のやり方など。
それはですね、どうしても人の方を見てしまうが、症状はなんで知ろうと思うのか、というと、各季節の影響を知るための、その人の体の状態になるからこそ、季節の治療が成り立つ、という事に気が付いた。
天の気は壮大すぎて人がわかるものではないと、古典に書いてある。
でも、人は、空を眺めて星の運行を見て、 一年中空を見上げていた。
 暑い日もあるし、寒い日もあるし、そうでない日もあるし、それを導き出していった。
それを暦として作成して、人間が分かり易いように、作った。
その天の気の影響が、降り注いでくるものが、季節の影響として捉えた、という経緯。
体の状態を知れば、いつの季節の影響かとわかる。
素問の最初の方に、季節に合った体になれば精神的にも肉体的にも 健康な状態でいられるよ、とか、100歳生きたよ、とか、仙人になれるよ、とかが書かれている。
これは理想論ではなくて、 難経の15難を思い出すと、胃の気のある季節の脈がある。
それが季節と調和した人の身体の脈状として、捉えることができ、治療の目標。
精神面がおかしがろうが、肉体がおかしかろうが、治療することはできる。

M：天の気が影響して、体に影響をして、病症を出している、と 言うことが言いたいのでしょうか。

H：それも一つなのですけど、人の体から見たら、何か 体に問題があって、問題があるときに、天の気は別に悪さをしようとしていない時でも、体が悪くなれば、天の気の影響を邪として受けたと考えることもできるし、天の気というのが、これも悪さをしようと思っていないのですけど、星の運行だとか、ちょっと僕らにはわからないような大きな影響や、干渉があったときには、健康な人でも悪影響を及ぼすかもしれない、という事はあると思います。

M：とにかく具合が悪くなれば、天のせいにすれば良いと、あはは。

H：いや、天のせいにしない方がいい、それもね、人から見た時は、天のせいにするのですよ、なぜか、季節の影響ぐらいにしておいた方が良いのですが、なぜか季節の邪になっていく。邪気ですから、邪気の影響を取り除くことが、身体が季節に、その季節に合う身体を持っていく、という事が治療になります。
人から見た天の気と季節の事になっているのでは？

M：皆さん、ここまでよろしいでしょうか。
季節が、宇宙が、人間の身体にずいぶん影響しているという事を、たぶん、言われたいのだと思います。
そんなこと体の中で考えていたらいいじゃないか、という考え方もありますよね。
僕たちは、漢方鍼医会が20年、25年ぐらいかな、だいたいはその感じで来ている人がたくさんいると思う。
学校などで習う論理なども中医学などでも、そういう考え方がけっこうあるのではないか、と思いますが、人間が宇宙を作ったわけでもない。
天が、宇宙が人間を作り、宙に影響されて、僕たちは、生きさしてもらっている、と言いますかね、そういう位置になると思います。

春の肩こりと、夏の肩こりと、秋の肩こりと、冬の肩こりは、原因は違っても良いですよね。

H：はい、原因は違っても良いと思います。

M：という事は、治療法も違わないといけない？（H：そうです）そういうことですね。
皆さん、わかりました？同じ病症でも、そういうことも言える。
例えば、私はどんな肩こりでも治せます、と言っても、治らない肩こりも出て来る。
パーセンテージがずいぶん下がることがあります。
そんな時に、やっぱり春だけの治療だったのだな、夏はこっちの方がいいのだなぁ、という事が、たぶん、わかってくると、いう事が、本田先生は言われたいのだと思う。
東洋医学ってそんな感じ。
だから症状からいくのではなくて、 どうして症状が起きているのか、原因論みたいなものが、東洋医学で大事なところ。

H：春を診ていく時に診察法が必要。
暦を知っておけば、すぐに春の治療ができるが、脈を見てその体の状態を診なければ、もっとわからないと思います。
脈状
弦脉は、 琴の糸を触るような手触りがある、という書き方がされている。
弦楽器の弦ですね、それを指に当てると、という表現で書かれています。
これは、大きく見た時の弦脈を紹介するための説明。
難経の１５難には、 胃の気のある状態から、少なくなった状態、そして、ない状態が書かれています。
春の脈の弦脈に対して、一番分かり易い表現が死脈に書いてあります。
弓をすごく張った状態の脈。
つるの状態がピンピンに張って堅い、というのが、その通り弦を表わしている。
これは胃の気のない状態で、治療する機会はあまりないかもしれない。
普段治療室に来られる患者さんは、 それよりもっと弦だけど、張ってつっぱているが、死脈ではないような弦脉ですね。
古典には、長い竿を撫でるような手触りだ、と。
机を触って、これが長い竿と思えば、竿って押しても曲がらない。
曲がらなくて堅くて長いもの。指の当たりが、指の当たりが長い、という表現は、結構分かりにくい。
例えば、左関上を診て、自分の中指で左関上を診て、指に当たる長さが、長い脈状。
上から当てると長く感じる、というのが、一応、長竿、長脈の部類。
長脈の反対は短脈なので、当たる長さが線状から点状にかわるのが短脈。
胃の気のある脉は、健康の人の脈、体が季節と調和した時の脈状として書かれています。
楡の葉を撫でるような手触り。
普通の葉っぱは、弾力がないビシッと硬いものはないですよね、 強く押さえたら曲がるし、折れないですね、強く押したところで、それぐらい形としてはそこそこあるのだけれども、押しても弾力があって、そのような手触りがあるものが、胃の気のある弦脉。
季節の脈を診るとき、何に注意していくのかは、全体脈。
季節の影響というのは全体に影響するので、全体脈を見ていかなければ。
指の当て方は、三菽のの高さを基本にすることが、季節の影響を受けた脈状見ていくのには必要だと思います。
これ浮沈にも関わります。
浅い三菽から診て行かないと、中の脈状を診てしまう。いきなり脈管を見てしまう。
５難に書いてあるが、 三菽の高さ（皮毛）から診ないと、中の状態もわからないし、表面の邪気が入っている所を見るという事が、出来ない。

M：皆さん、自分の脈を診て下さい。
弦脈打っている人、多いと思いますよ。
一応、健康な、出来上がりの脈というのは、和緩を帯びた脈。
和緩を帯びて、春の新芽のような脈、という事は、季節に限らず、元気な表現です。
という事は、弦脉を、良い弦脈の方へちょっと持っていくと、患者さんの病態は良くなる。
それはどういうことかというと、流れが良くなる。
中医学で疏泄という言葉を聞いていると思う。
疏泄作用はモノが流れる作用です。
気血津液が流れるという状況ができあがったら、当然、免疫力も高まる、体力も上がる。
三菽からそーっと診ていくことを心がけるのが、脈診の良い所、大事な所。
それで皆さん、他に何か工夫しておられるところがありますか。

片岡：軽く見るようには心がけています。
表面の変化を診ると、悪い時の脈がわかるし、良くなる時の変化もわかりやすい。

M：実際問題として、臨床上で、弦脉は今頃よく出ていますか。（片岡：よく出ています）よく出ていることに対して、先生はどういう対処をされているのでしょうか。

片岡：どういう対処、（M：具体的に）どこかの木穴を使う事が多いです。

M：はい、いいですよ。じゃ、他に、脈診の山崎、どうでしょう。

山崎：まず弦脈ってどんな脈なのか、という課題があります。
今のところは、骨に近い方で比較的指に強く打ち、浮かして皮膚に近い方ではそうでもない脈の形が弦かなと。
下から陽のようのエネルギーが、皮膚の表面に突き上げてくる感じのイメージ。
そういう意味での弦脈を患者さんで探している。
それが尺で打っていたり、寸で打っていたり、あと関上、全体で打っていたり、するのが、最近は多い。
それを見つけたら、選経して、ツボは弦脉だから木穴で、特徴が穏やかになります。

M：今、下から陽気が上がってくるという表現は、その通り。
春って、草木の根がモノを持ち上げて出て来るとか、啓蟄で蟲が這い出すとか。
要するに中から外へ出て来るエネルギーなのです。
弦脉も同じエネルギー。
同じような理屈で体の中のものが外へ出て来る。
だから、病床も春になると結構出てきます。
同じことが体の中もなっている。
どうして、弦脈なのかというと、陽気を表面の陰気が抑えているから発生しにくい。
だから、抵抗するからびゅんびゅんびゅんと、はっきり打ってくる、 ツルのような弦のような 、そういうような感じの手触りになる。

藤田：弦脈という所で、どう診ているのか。
血管に触れるまで強く見るっていうよりは、寸口部の皮膚の所の張りといいますか、四肢で診た場合、急というのがある。
血が動いていなかったりとか、堅くなっている感じです。
跳ね返る弾力とか、そういうのを橈骨動脈の上、尺膚診るのと同じような診方で寸口部の様子をうかがったときに、急という手触りを感じる、というふうに診ています。

M：確かにそうです。
脈診をすると、どうしても脈を触りに行くが、尺膚診というイメージで脈を触った方が、ほんとうはさっきの三菽から順番に深く脈を触ると言うような方向に脈診が進む、という事は、非常に良いことです。
いっぺんに脈をボンと触りに行くという事じゃない。
それのヒントとして、尺膚診のように、というのは、非常に良い着眼点。

H：春の暦が分かり、脈状が分かれば、治療穴はもうあるので、それを使う。
７４難、春は井を刺す、とあります。
陰経だったら井木穴、陽経だったら兪木穴、井金穴。
ツボを触る時は、邪正抗争をしている所だと思っている。
邪気が身体を犯すという事は、精気はちょっとは防御力が弱っている。
防御力が弱っているという事は、外虚内実のツボになっている。
外虚内実と表現をすると、めちゃくちゃ表面が弱っていて、中がめちゃくちゃ堅い、と想像をするかもしれないのですけど、それにも幅がある。
ちょっと外虚があって、中にもちょっと内実がある状態から、めちゃくちゃ深い外虚と大きい外虚と、そして、大きい内実がある所まで、それを含めて外虚内実というツボを触っている。
表面虚しているツボを取ってきた訳だが、ツボのイメージというものは、邪正抗争の考え方がすごくわかりやすい。
精気が少し弱っていて、邪気が影響しているからこそ、中に入って来るというイメージ図。
ツボの触っている所はどう言う感じなのでしょうか。
春は井木穴、これが一番効く、と古典に書いているの。

小池：探すときは、邪を取ることだから、邪のあるところ。
表面は虚している。だから、皮毛の触れるか触れないかのところを、へっこんでいるとか、ぶよぶよしているかとか、力のないところを目標にしている。
たぶん、そういう所は押さえると痛いのだ思うが、あくまでも、軽く軽く触って、虚の所を探すようにしています。

M：要するに外虚を探しているということですか。（小池：外虚内実ですね）本田先生と一緒ですね。

中垣：私もだいたいは一緒。
まず表面が虚している所とか、力がない所を探し、さらに自分の場合はイメージとして、邪正抗争している所を更に探します。それは手の感覚でやっているのですけども。

M：というのは、どう言う感じなのですか。邪正抗争している所っていうのは、どういう感覚なのでしょうか。もう少し具体的に、虚なのか実なのか。

中垣：表面は虚なのですけど、中に堅さというか、虚の中の実という感じでしょうか。

M：皆さん、一緒なのですね。
もっと面白い意見、傳先生。何かないですか。（傳：いや、特に）面白ないな、という事で、面白くない意見ばかりです。

H：僕が失敗した例で、反対の外実内虚だと思っていた時がある話。
邪正抗争があることは、ずっと考えていたが、邪気と精気の戦いがあって、けっこう激しい状態だと言われますよね。
例えば、衛気の流れている部分に邪気と精気の戦いがあるとき、という事は、外実として表されるのではないのかな、と思った。
昔、皆さん、虚しているツボを探していたが、僕は、膨らんでいるツボを探している時があった。
実のツボっていうと、盛り上がっていたり、触ったら、すぐに圧痛があったり、色々、虚の所見とは違いますよね。
そういう経験は皆さんはないのでしょうか。絶対に、凹んだ虚のツボしか取らない、という事しかないのでしょうか。

M：凹んでいるから虚していますか、凹んでいる所が虚している、凹んでいない所は実していますか。

竹下：外虚だったら、外が凹んでいて、奥が内実なので、ちょっと堅い、表面が突っ張りがあったりするときは、外実と考えてみます。

M：そうですか、じゃ、凹になっているものは虚はないのですか。（竹下：凹になっている、凹凸）あなたは凸が虚になっている、と言っているのですか。

竹下：違います。逆です。

M：違うのですか。どうなのですか。

竹下：凹が虚で。

M：へこんでいる所が虚なのですか。

竹下：表面としては虚で捉えることが多いです。

M：はい、じゃ、要するに膨らんでいる所は全部実ですか。

竹下：全部が実なのですかね、そこまでは。なんとなく、安易に考えていたところがあって。

M：２年ぐらい前、前田先生の腰とお腹を診て、昼休みの時間に実験したことがあった。
前田先生の腰を、ほとんどの人が実と言ったのですよ、覚えています。
その時、皆さん、実と言って、僕は虚と言ったのですよ。
１ミリの外虚があって、その下が実になっている、という理屈。
だから、実際、前田先生の腰は、相当膨らんでいましたよね全体的に。
だから顔も突っ張ている感じがありましたけど、虚があっての実なのです。
だから、あの上に上手い事、虚を退けて、瀉法を加えれば、本当は軟らかくなる。
だから、飛び出しているものであっても、虚がその上に乗っかっている場合に症状ができあがる、たぶん病理。
指で触って、凹んでいる所が虚で、膨らんでいる所が実というのは、一つのものの診方。
全部膨らんでいて、例えば、球体があって、それの実と虚を見極めるのって難しくなりますよね、理屈上。
でも、内外というレベルでモノを考えると、必ず、虚があって、奥に実がある、という感じのものが、たぶん、病態。というふうに解釈した方が、たぶん、臨床的だと思う。
理論的には外実という言葉があるが、本当に外実という状態は、どっちかというと、健康に近いような状態。
本田先生の失敗もわかりますけれど、本田先生は、やっぱり出っ張っているものが実と思われたのですね、（H：その時は、そうなのです）
出っ張っていても、その上に、薄い虚が乗っかっていることが、結構ありますので、その辺も一つまた、また注意して診られたら良いかと思います。

H：病症。
６８難には心下満、鳩尾が張って痛む、とあります。
４９難は脇下満痛（季肋部が張って、盛り上がって痛む）。
春の季節は、弦脈が出やすいという話があるのと同じくらいに、心下満と脇下満痛がある。
色々病症を訴えてきても、この二つ病症を診るだけでも、この状態を変えるだけで、病症も改善していく。
一番最初、患者さんが色々言ってくるのに、心下部とかの情報を見つけて治療するのは、ドキドキするのかもしれないが、これは古典に書いてあって、信じて使った方が、治療は速く、診察も早く終わります。
治療もすぐに入れますので、とても有効。

最後に治療例
頸が痛い患者、診たのですけど、この季節に入っていますので、春ですね、
春だから、49難の色を診るが、なかなかその色がわからないな、と思いながら、ベッドに寝てもらい、脈を診るときに、手を持つ。
その時に尺膚を軽くさわっと触わり、脈を診るが、尺膚を触った時に突っ張っているな、という触り方ですね。
脈を診るときも、尺膚を診るときも、やっぱり三菽の高さに手を持っていかないと、絶対に中を診てしまう。
中の情報を診ることはあると思うが、まずは尺膚・脈でも表面の皮毛の浅い所を診ていくことが大切だと思い診ています。
脈状を診た時に、全体脈状は確実に弦脉だった。
季節の邪と思ったが、肺の部の脈が浮きすぎて、弦脈がちょっと酷いな、と思った。
その時に色を診たのですね、
昔だったら、肺や肝の木穴を触り比べてていた。
最近は、例え、右の寸口の肺の弦脈があっても、季節という大きな味方がいますから、季節の邪の治療として、肝の木穴。
季肋部が張っているので、もう絶対に使えるものだとして、診察しています。
治療穴はすぐに決まりますから、全然、季節の治療では迷う事はない。
むしろ、肝の木穴をきちんと触って、きちんと胃の気が出ることを大切に、診察している。
診察を迷うぐらいだったら、技術を磨く方が、季節を大切にしながら治療するのだったら、このやり方の方が、速いのでは、と思ってやっています。

M：勉強するより技術を磨け、というような極論ですけど、大事なことだと思いません。
こんな所で色んなことを言うのは良いが、それを実際にできる、と確信を持てますよね。
古典は正しいのだな、と確信を持てますよね。
それで、古典の治療がしやすい、と。
ところが、技術がないと、やっぱり自分の技術で古典を量る。
そうしたら、自分の技術が悪かったら、古典なんて全然ダメのもののように見えてくる。
やはり基本的な所、補瀉であれば、補う事と、瀉すこと。
そういう基本的なことができないと、結局、この人は実であるのか虚であるのかわからない。
だから、感覚だけで私はこう思うは、結局、古典の弄びであって、何の臨床にも役に立たせられないので、技術を磨いて欲しいと思う。
古典が言っていること、例えば、春は井木を刺しなさい、と難経の７４難に書いてありますよね。
あのようにして、やって、自分が思っているより、ずっといい脈に出来た時に、やっぱり人間というのはシンパシーが出来てくるのではないですかね。
おぉ、すごいな古典って、シンパシーリスペクトが出来て来るのではないですかね。
ですから、頭の中だけで古典の論理をこねくり回すのではなくて、実際に使える技術を持ちながら、こういう座学をやると、もっともっと面白い話になると思います。

N：春の邪の治療法
結構、湿気の多い場所があったり、乾燥している場所があったり、色々な場所がある。
何だか、難経の七難を思い出すような感じがするが、色々な天候があります。
2月4日から立春になって、陽気が段々増えてきています。
それまでは陰気がかなり旺盛で、地面の中に湿気も多い、陰気も多い。
それが段々暖かくなり、大気中に湿気が上がっていく。
春になってくると陽気が表に出ていく時期になっています。
その湿気がどんどん大気中に上がって、それが冷やされて雨になり、雪になる。
その湿気が多くなり、陽気もどんどん表に出ていき、夏になるとどんどん暖かくなる。
大気中に湿気も多くなり、蒸し暑くなり、そうやって地球の気温は変わっていく。
春になると、冬に皮毛が乾燥し、春になると乾燥、冬に皮毛が乾燥しているのがですね、縮んで堅くなっていましたよね。
それが段々、陽気が上に持ちあがるにつれて、張りが出てきて、堅さが出てきて弦と言うような状態になっている。
季節ごとの、肌の違いが触って分かってくると、知識だけではなく、臨床状に於いても、かなり有効に使えるようにる。
自然と人間と言うのはやっぱり、一体なんだと分かってくる。
この間、ある先生と話をしていて、「今、この会では季節の邪を取り入れた治療って言うのをやっている。春であれば井穴、木穴を使うと言う風に言っているが、それで本当に治療を終わるんですか」と「病症がある所を触らないんですか」と言うような話がありました。「ベテランの先生たちは簡単に言うが、中々それで臨床が終わる事が出来ない。」と。
まず、上手な先生と言うのは、邪を取り除くことで精気が盛り返すのだ、と言う風に思って信じてやっている。
そして適切なツボを触り、適切な手技をすると、それで邪が取り除けて、精気が盛り返すと信じて実技を行っている。
それが中々信じれないと実感もできないし、邪が取れたと言う感じがしないと思う。
精気が盛り上がったのも分からず、「今は痛くても後で楽になっていきますよ」と言うことも言いにくい。
そうすると自信が無くなっていく。
じゃあ季節の邪の治療だけでは治療ができない、と言うことになってくる。
これは実技の時間にちゃんと技術を磨いて、精気が盛り上がるのが分かるようになり、それで自分の腕を信じて臨床に取り入れるしかない。

春の治療法
肝とか胆の木穴・井穴を触るんでしょ？と思われると思うが、それを話す。
先ほど、病症治療の話をしたが、うちではやっていない。
例えば腰が痛いです、と言ったら、そこを確認するためには触るが、治療でそこの患部を触る事は、今の所あまりないです。
70歳くらいの女性の患者さん、半年くらい通院。
最初は疲れとかだるさ、そう言うことがメインで、今はメンテナンス。
2～3日前に、左の拇指の左手の拇指、基節骨の橈側あたりの背面辺りの圧痛で来院。
肺経の辺と思うが、動かしても痛くない、打ったという記憶もない、何故か知らないけど痛い、と言われる。
こう言うの、時々ないですかね。何かよく分からない痛み。
解剖学は疎いので、そこの状態は分からないのですが、普通はそこを触りたい方が多いんじゃないかなと思います。
ただうちは、季節の治療を主にやっています。
身体を触っていくと、皮毛がかなり緩んで、水滞がある状態。
この方は脾・土穴を触ることが多いが、今は春の治療って言うこともるし、顔を診ると青い。
冬に青さは感じなかったが、今は青。
それであとはお決まりの治療。
肝に風邪が入ったとして、肝の風邪を取っていく。で、指は触らないですね。
手の患部は触らず、予後も聞きません。
気を付けた事は、脈を診てどこに邪正抗争があるのか、どこの深さで邪正抗争があるのかを確認し、ツボの状態を確認し、生きたツボって言うのを探し、そこに押し手をして、姿勢に気を付けて鍼をする。
この患者さんの脈で、どこに邪正抗争があるのかというと、表面は結構ブヨブヨが多くて、奥の方に弦があった。
ですからかなり深い所まで風邪が入ったんじゃないかと思う。
その所まで鍼を沈めて（かなり浅い所）、そこの邪を取っていく。
そうすると弦と言う脉が少し浮き、少し太くなって、張りのある弦にた。
邪がなくなっていくと、精気が回復する。
精気が回復すると気の流れが良くなり、それで病症が無くなる。
邪が取れると精気が回復して、もうそれ以上やらない方がいいと言う感じで終わる。
だから要らない事はしないように、最近は行っています。
春の脈
平脉は、陽気が旺盛になろうとし、でも陰気がまだ強いので突っ張っている。
中から盛り上がろうとしているけど、陰気が強くて弦と言う、突っ張ったような脉。
大過・不及の話
15難に、大過・不及って言う部分があります。
最近はこれを邪正抗争で考えると、理解がしやすい。
大過と言うのは「外に病がある」、邪が浅い所で精気と戦っている。
不及と言うのは、邪がかなり侵入して、精気が弱っているので抵抗できない状態。
脉は虚・微と書いてあります。
先ほどの患者さんの場合。
沈脉で細くてしっかりした弦脉があったので、奥まで邪が侵入し、精気はあるので結構しっかりした弦脉を打っている。
邪が取れると脉が浮いて、程よい張りのある脉になっていった、ということでこの大過・不及と言うのは理解しています。
あと、大事にしているのは尺皮、尺膚のこと。
13難に書かれているが、脈を診る流れで尺皮も触る。
最初に僕は尺膚をぱぱっと診て、脈を診ていきます。
この時に今の時期は急、が多い。皮膚がパンと張った感じ。
先ほどの患者は、邪が深く侵入していたので、少し奥の方に突っ張った層がある。
表面はブヨブヨしているが、奥の方に違う幕みたいなのがある。
もしかしたら疑問が出てくるかも。
表面はブヨブヨしており、緩と言う状態。
何故、土穴ではなくて、木穴を触るのか。
春は井木穴を触ると言うことがあってもね、何かその辺が気になる人もおられるかも。
また、邪は外から取っていくと言う話がありましたよね。表面の緩を取った方がいいんじゃないか、と言う意見もあるかもしれない。
基本的にこの方は土穴を触ることが多い。
季節や顔色を考えましたし、あとは味に変化がない。
味に変化があれば飲食労倦を疑ったかもしれないが、影響がない。
あとは病症的には四肢不収とかだるさ、体重節痛みたいなものもない。
指の痛みは体重節痛に入るのかも知れないが、節が痛いという感じではなかった。
あとは特に左の季肋部の深い所に突っ張りがあったと。
脉は確かに弦脉を強く打っていたので、総合的に診て春の邪の治療と判断しました。
治療
春だから肝とか胆の木穴・井穴に鍼をしますと言うこと。
これは自然は必ず万物に影響している。
影響と言うのもおこがましいと言う話だったですけど、影響しているわけですね。
人間も例外ではなく、自然の一部ですから当然、何かしらの影響はあります。
73難には、井穴は肌肉浅薄。だから細胞が薄い、肌肉が薄い、浅くて気が少ないので使いにくいのだ、と書いてある。
その場合、木の子である滎（ケイ）、井滎兪経合の滎穴を使ってこれを瀉すと書かれている。
こんなのいつ使うんかな、と思っていた。
春の治療であれば木穴を触る。
木が良いと言う風に考えていますので、わざわざその火穴を触る必要がない。
使い勝手が悪くても効果があれば使いたい、手技を練習しても使いたい。
しかしついに、使う時がやってきた。
70くらいの女性、昔は肩から首にかけての痛み。今はこの方はメンテナンスで来院。
以前は緩がきつかった。
身体も皮膚も全体的に緩んでて、脾の土穴がやはり中心。
今は、季節の治療を、この春の治療というのを時々、行っている状態。
ただ、外反母趾がきつくてですね、足の親指の上に示指が乗っかっている。
井穴を覆い隠している状態。かなり木穴が触りにくい。
指を剥がして触るとちゃんと虚しているのも確認できるし、触っていると良い。
脉も良くなってお腹も良いが、鍼をしようと思ったらかなり人差し指が邪魔。
本当は木穴を触りたいが、この73難を思い出して、触ってみた。
井穴と滎穴というのを比べると、ツボ反応はやっぱり井穴の方が良いが、その時は火穴を使用した。
ここで質問。
この73難を使ったことがあるかどうか、何故使ったのか。結果はどうだったか。

片岡：僕はないです。今話を聞いていて、難経が書かれた時は毫鍼を使っていて、そう言う風な考えになったのかなと言う風に考えたんですけれども、鍉鍼でする際に肌肉が薄いって言うことを気にせずに木穴、違うわ井穴か、井穴が使えるのかなって言う風にも思ったんですけれども、逆に湿問なんですけれども、毫鍼と鍉鍼の差っていうのは73難に於いてどうなんでしょうか。

N：僕は毫鍼と同じようにやはり気を付けて触る必要がある、全部のツボにこれは共通するんでしょうけど、特にやっぱり井穴は気を付けて触るようにはしています。

片岡：ありがとうございます。

江田：僕もそこまでを気にしてやっていなかったのと、片岡先生と同じ意見で、鍉鍼というところで問題ないのかなと思って、あまり気にせずやっていました。

M：はい、どうも。山崎先生。69難的に見て、これは意味があるんですか。

山崎：69難的に見て意味がるというのは

M：この場合は要するに、やりにくいから、というような、まあ一応、解説ですよね。でも実際にはやりにくいだけの意味なんでしょうか。

山崎：ここは考えれば、考えられないから考えないようにしているんですけどね。それでないと木穴と火穴と言うことで、69の他の所とも全部、矛盾がきません？

M：例えば瀉法でしたらどうでしょう。瀉法って言うのは要するに子を瀉すんですよね。と言うことになると、使える

山崎：そう言うことであれば使えます。

M：使えますよね。でも補法になるとどうなんでしょう。

山崎：具合悪いですよね。

M：具合悪いと言うことになりますよね。そう言う風なことも考えられますよね。他に何かこの利点、それから悪い点、他に何かありませんか、皆さん。小池先生。

小池：私もこれは毫鍼の時代の話と思って、この方法は頭から除外していたんですけど、中本先生の言われているような患者さんも、外反母趾で拇指に示指が乗っていると言う人もいらっしゃったこともありますので、なるほど、そういう使い方があるんだな、と思いました。だけです。

M：はいどうも。他に何か違う意見、ありますか。なかったらそう言うことらしいです、中本先生。良かったですね。

N：使われていない、あまり、と言う感じですね。

M：使わなくてもいいと言う状態に、今、なっておられる人が多いかも知れませんね。

N：なるほど。ありがとうございました。ではそこは分かりました。
次の精気の虚。
精気の虚を勉強していた時は蔵象論、蔵の生理病理を勉強して、それで特有の症状って言うのをかなり勉強したと思います。
気が滞ると、怒り、イライラするとか。血が滞ると、蔵血作用がありますので、血を蔵すという作用がありますので筋肉痛とかですね、筋の痙攣とか、あとは婦人科疾患と言うのが出てきやすいと勉強したと思います。
肝は将軍の官、謀慮 （ ぼうりょ ） これより出ず 、で頭の回り、色々計略を立てたりとかがしにくくなったりとか、が出てきやすい。
この肝が虚したり実したり、そう言う時に精神的な症状って言うのが出てくる時がある。
鬱っぽいような方を診ると、やっぱり顔は青いし、季肋部は突っ張っている。
尺膚も急が多いです。
その場合、肝が虚していると思っているが、虚と実と言うのはやっぱり隣り合わせ。
虚しているからそこに邪が入ってくると考えると、肝の邪を取る、取り除くと言う治療もできる。
今、精気を勉強している方もおられると思うのですけど、邪を取り除く所には精気の虚も隣り合わせにあると言う風に考えていくと、やっぱり理解しやすいんじゃないかなと思っています。

H：49難の診察法
四診法、望聞問切、皆さん、どんな使い方をいるのかお聞きしたい。
実技では今季節を重視して、春だったら風邪から診ていこうとしている。
そのような使い方を本当に、しているのか。
他にその望聞問切の情報をですね取り方って言うのはあるのかなと思って、ちょっとお聞きしたいなと思うんですけど。
僕の診方をお話します。
僕はこの大阪漢方の実技のように使っています。
昔は望聞問切全ての情報を引き出し、合わせていかなければいけないと囚われていた。
中医学を勉強していたし、四診合参と言われるくらいですから、色臭味声液の情報を全部、例えば肝の病だと思ったら、肝の問題を全部を導き出すために、問診・臭い・色をみたりしていた。
今はそういうやり方は、一切しなくなりました。
春の邪の影響をまず考え、それに関係のある風邪を診る、とシンプルに考えるようになった。
これを考えるだけで色臭味声液の５つの４つは、ない事はないと思うんですけど、少し横に置いておいて、色から診ていこうだとか、そのように進めていくことができるようになったので、診察は凄く早くなりました。
それでも駄目な場合は違うことは考えるが、まず最初の入り口って言うのを知っておけば、診察はしやすい。
その方が治療が楽になります。
その次に風邪があるとすればどんな脉状か、と言うことで弦脉で。
あと尺膚で言ったら急。
三菽の高さに指を当てると言うのは変わらないです。
でなければですね、浅い所に風邪が入っているか入っていないかが分からないし、入っていなければ、少し下の方まで診ることもしています。
49難に書いてある病症と言うのも凄く参考になります。
色々病症を患者さんは訴えてくるけれども、脇下満痛があれば、風邪として考える。
あとは弦脉を見つけることで、風邪の影響を、確信している。
これは僕の一連の診察なんです。
皆さんは一体、どう言う風な手順だとか、気を付けることだとか、そういうものがあればお話していただきたい。多分、初学者の方、中級者の方、ベテランの先生と色々あると思うんですけど、その辺りの先生方に答えていただければと思っています。よろしくお願いいたします。

M：中医、多分、学校で勉強されている人は、結構、膨大な資料の中のことを勉強されているんじゃないでしょうか。
それを基に、例えば臨床をやった時にどうなんでしょう。
で、効果は出ているんでしょうか。
あの僕の考え方をちょっと言います。
東洋医学はね、ビックデータ。
それをどう治療に反映するかということは、玉石混交という世界ですよね。
一応、まず陰陽五行論的な法則があるんです。
その辺で一応、僕たちは、そのレベルの教育を受けているんだと思います。
それが分かって、開業してそのままやって、何かよいことがあるかっていったら案外ない。
国家試験を受けるための面もありますからね。
まあ文部省か厚労省かは知りませんけれど、そう言う所が要求するような知識を得ているものに鍼灸師の免許をあげますよ、と言うシステムになっていますからね。
でもそれで開業していけますか？みたいな話なんです。
で、先ほど本田先生から出ました四診合参ですか。要するに四診法で情報いっぱいいっぱい集めて、それを分析するくらいはね言うたら学校でも教えてくれるようなことなんです。
でもそれで飯が食えないから、多分、僕たちはここで勉強しているんです。
それは何でかと言ったら無駄が多いんです。
結局は紛らわしく、それが多過ぎて結局、芯に到達しにくい。
上手い人は自分流に上手いことエッセンスだけを吸い上げていく。
結局、ビックデータをどう使うかって言うのは、本当に初心者では難しい。
じゃあ初心者の方にお聞きしましょうか。初心者の山崎先生。

山崎：入門部前の山崎です。難経何難か忘れた。
昔、東洋はり医学会と言う所にいた時には、全部、四診、肝にそろえて、だから肝経のツボを使いましょう、みたいな勉強をしていたんですよね。
良い面もあったんだけど悩んでいた。
それで難経を勇気を出して読むと、四診が統一していたら放っておいても治るみたいな、16難？書いてありますよね。
顔色も肝で、脉も肝で、腹も肝で、尺皮も肝だったらそのうち治るよ、みたいな事が確か書いてあった。
ところが、それが相剋的な状態、顔は肝だが尺皮は肺を現す場合は、相剋的だから治療には難儀するよ、みたいなことは確か書いてあったというのを読んだ。
で、今の勉強のやり方はいつまで経ってもらちがあかんなと思って、悩みだしたころに漢方鍼医会と言うのを作ると言うから、ほんなら乗り換えようかと言うことで乗り換えた。
言いたいことは、望聞問切全部が同じと言うのもあり。
それでバラバラと言うのもありじゃないかなと思います。
自分は脉だけで一本で行きたいなと言うのがあったので、脈診で入って他の病症も横目でチラチラ見ながら、それが改善されていったらええかな、と。
脈で、肝で治療せいと命令している。でも顔は肺を治療せいと言っているし、尺皮は腎を治療しろと言っているけど、私は脉の命令通り肝の治療をしていくということを、今は目標にしながらやっています。
それで横目で見ている顔色も、それで治まってくれば、自分のやっている事は患者さんのプラスになっているんだな、とそんな感じで入門前としてはそんな取り組み方をしています。

久野：習い始めで、脉に自信が、これだって言う風に思えないので、今は、季節に従っている。逆にシンプルにしか逆にできない。
シンプルに治療した方が僕の中では変化が出ているかなと思います。

西村：私は尺膚とか脈で、明らかに季節と違って、土用だけど弦だなと思ったら弦の方を触って、脉の変化を診る。
ちょっと分かりにくいなと思ったら、季節をまず診ています。

藤田：んー、どれを優先するかですか？
何でも良いんだったら、どれが自分が何をしたいかですね。
どれを取りたいか。
顔色が目立ったんだったら望診でしょうし、色の変化の所ですよね。
脈を診て脈をこれを何とかしたいと思ったんだったらそうします。
あとは、お腹とか、指が痛いって言っているんだったら、その指の痛い部分っていうのを触って、この部分がどうなっていてどうしたいかですよね。

日比：季節の邪を中心に脉と腹と尺膚の整合性を取りながら、診ていく。
それで上手くいけばいいですけど、どうも上手くいかないって言う時は、やはり自分が何をしたいかってことも考える。
ここというのが曖昧だが、えいやっと決めてしまうこともありますね。
問診については自分の考えを裏付けるために、これで良いんだと思うために聞いているような感じになっています。

茶山：僕もやっぱり日比先生と一緒で、尺膚やお腹や脉の統合性で診る。
季節を診ますけど、春以外のものも診るが、まだ正直あんまり上手くいかない。

M：最初から上手いこと行ったら、苦労はね。皆、鍼灸師になりますよね。

宮田：私はまだ季節の邪とかはあまり意識していない。
やっぱり望聞問切で、最終的に脉と切経した時の状態で、治療することが多いと思う。

H：僕も皆さんと同じような所で、分からなかったり迷ったりしていた。
問題な所を触った時に、目立っているものを、どう変えたいかというそのイメージ、目標、それがないと何を診ても多分、迷うだけしかない。
患部を触った所でどうしたいのか、をイメージするのがまだ難しいなら、季節に頼って、季節を信じて治療するだけでも効果が出ている。
そういうやり方って言うのは、とても良いと思いますし、これから患部とか診て、もっと明確に何をしなければいけないのか、どう変わったら良いのかということを目指していけたら、臨床としては意味のある、価値のあるものになっていくと信じてやっています。

N：四診法と49難を利用した診察・治療法
先月くらいから、顔色に変化が現れている人が多く、今月はぐっと増えてきました。
とにかく色に特徴があれば、49難で言えば風邪が入ったと考えていく。
その色によって、どの蔵に風邪が入ったのかが分かり、選経選穴まで出てくる。
とても使い勝手の良い難。
治療までそれでできると言うことになります。
49難は季節が書かれていないが、関係も深い。
この時期は特に風邪が多くなると言う風に考えて、色に注目して、そして特に青色って言うのが今は多いので、それが認められたら、僕は肝、胆の木穴って言うのを注目して触っています。
顔色
結構、分かりにくいと言う声が聞かれるが、診ていると慣れてきて、青があるだろうと思って診ていくと青が分かってくるようになる。
ですからこの季節、特に、顔は青いだろうと思いながら診ていくと言うのも、1つの顔色を診る力を養っていくためには良い方法。
強過ぎる先入観は良くはないが、その気で診ると分かってくることも多い。
これは気の事でもそうです。気が分からないと思ってしまうと、本当に分からなくなり、そこから成長しない。
気はあるもの、この時期は色に変化が現れて、青色が多いのだと思いながら、やっていくと結構、その色の変化がある患者さんが多いことに気がつく。
比較的分かりやすいのは子供。
6歳の男の子。
吃音で、同級生に馬鹿にされるのが嫌で、そう言うのが気になると。
治療中はとにかく吃音に関しての話はしないで欲しい、と親が言う。
言うと本人が気にして、余計に悪くなるような気がする、と最初に言われた。
顔色はかなり青色。
青や黒っぽい気もしたが、艶のない色をしていた。
全身を触ると筋張っている。
突っ張り、そして黒っぽい艶のない青、黒がが明るい色にならなければいけない、と思って風邪を取る治療をずっとしています。
今も、通われているんですが、大分明るくはなってきました。
こうやって結構、頑固な黒とか青とかがある子は多いと思うが、親にも説明しています。
親も自分の子供をずっと見ているので、他の子供より青いなとか、色は分かる。
青いのが薄く、明るくなってきていることも、分かってきてこられたので、今日はどうですか、ってこちらが聞くと、今日は青さがマシだし症状もマシなんです、と反応も返えることもあります。
調子が悪い時はやっぱり、青が強い感じが受けますね。
明るさは明るいです。
艶のあるなしが良くなっていると診ることもできるかなと思っています。
50歳の男性、20年くらい前から統合失調症。
2年くらい前に来院。
2年前は黄色がきつく、青が少しある。
脉が浮数で胃に風邪が入った、と診て治療していきました。胃の木穴。厲兌。
浮数なので、軽く表面の邪を取る。
そうすると弦脉が大分ましになり、体の表面の突っ張りも取れてきた。
尺膚や腹が、突っ張ってた。
そう言うのが大分マシになってきた。
これが段々と、黄色が薄くなっていく。
青だけが残っていく感じで、今来られています。
先月、今月は特に青がきつい。
ですから季節の影響は強いと診ます。
時々、赤が出るが、それはそんなにきつくないので、それに対しての治療はしない。
やっぱり青が基本である。
ですから肝胆に風邪が入ったと診て治療をしていきます。
最初は、胃に風邪が入ったということで、50難で言えば賊邪。
今は肝胆や心小腸に風邪が入って、正邪とか虚邪と言えるが、昔よりは変わりやすい身体になっている。
このように色が混じると、どっちが主になるのか悩むことがある。
色以外の診断は49難に書かれているので、脉もそうですよね。
脉とか、あとは病症ですね。
特徴な現象などで的を絞っていける。
これは68難にも書かれている。
実技カルテに書いてあるので、参考にされると良いと思っています。

M：ちょっと確認ですけど、厲兌は木穴じゃないですよね。井金穴ですよね。

N：井穴ということでやった。

M：確か木穴って言ってたと思います。

N：すみません。

M：それからあと、胃と肝ですよね。賊邪ですか？微邪じゃないですか。

N：えっと、胃から肝は賊邪じゃなかったですかね、微でした？

M：肺が賊邪でしょう。肝は。

山崎：逆じゃないの？

M：逆に

N：逆でした？

山崎：中本先生の意見に賛成。

M：え、賊邪になるの？胃から、

山崎：胃が、胃が

M：あ、要するに胃を主にしているの？

N：そうです。

M：はい、と言うことなんですが、何か質問はありませんか。

工藤：6歳の男の子の愁訴は何だったんですか。

N：愁訴と言うものはない。親が言う主訴、吃音。

工藤：吃音だけ？

N：はい。

工藤：はい、分かりました。

M：どのくらい治療しているんですか？

N：もう2年くらいには

M：と言うことはあれですよね。夏も秋も冬も来ているわけですよね。

N：はい。

M：その時の状態と言うのはどうなっているんですか。

N：基本的に青が多いです。

M：じゃあもう、肝体質ですね。

N：ええ。目もギョロっとしてですね、全身が筋張っている、痩せ形の

M：それを脾を中心にするべきものなんでしょうかね。

N：え？肝を中心に

M：あ、ごめん。肝を中心にしていいんでしょ？

N：そうです。

M：そうしたらさっきの話は、賊邪にやっぱりなるんですか。

N：いえ、2例言ったんです。男の子の話と、50歳のおっさんの話。

M：あー分かりました。とにかく、この人と言うのは肝体質ですね。基本的にはこの子供のおっさんじゃない方。

N：おっさんはですね

M：吃音の方は要するに肝体質ですよね。

N：はい、そうです。

M：そうですよね、2年くらい治療したのはおっさんじゃないでしょ？

N：違います。

M：6歳ですよね。

山崎：あの季節の話では、一応確認です。
その6歳の子は正邪で、春も夏も秋も冬も約2年間やっていると言うことだから、季節の邪と言う捉え方が良いとか悪いとかじゃなしに、今、森本先生が言われたみたいに、肝に何か特別な問題がある体質だと考えて、治療されているんですかという事を確認しようと思いまして。

N：これは49難を利用した方法と言うことで、色に現れている患者と言うことで発表しました。季節も含まれていますけど、はい。

山崎：確認のためにですね。

M：これからは、どんどん弦脉を診るんです。
でも自分がその目で診ていないと、弦脉が打っていると言う、まず基本的な考え方を作り、それで診るように訓練されたら脉状が診れる鍼灸師になれる可能性があります。
僕はそう言う風にしてやりました。
と言うことで、今月は終わりにしたいと思います。

